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立川と語ろう立川に生きよう 















立川市柴崎町 2-9-3 TEL 23-2590 



閧西 n 坪を6板にし 
て11年まえに柴峋町3 
丁目に開店した Id の 
川 j は、すっかり上地 
の空 SU こ馴染んで .U 
本料理0_昧を連口 
提供している。店 fi の 
原*弘行さんは立川生まれ、立喃ち 。 綱師学校 
を卒業後、19歳でこの ia に人り.大阪で6年、東京 
で2年問の修業を経てきている。 

日本料理は WH の鮮度と，包 j の冴えがものをい 
う。活魚の仕入れは四闻から商に人れる埸合が多い 
という-春 ta には「活魚 まつり」 のイベントも催 
し.また「活魚ずし j <»康ずし）も锒近では知られ 
るようになり 1 ■紀の川 j の存在はますます，そのユ 
ニークぶりを発揮しはじめたところ B 今月の「鲇の 
背ごし j と「胡麻 s 腐ともに織細な r 本料珲の於 
といえようか。 

撮彩：井上義治 • 




S 女を索肌美人に 
ぅるおいと透明感/ 














人形劇 


妙なアンサンブル 


その時、まるで.人形から生の 
声が出ているか t も思われた c 体 
をよじらせながら.アクロバット 
に人形を操っている人がいるかと 
恐えば.お1を割る埸面で、人形 
の酌きに合わせて実際にお皿を割 
る人もいる 3 本当に削る ff にギク 
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月刊 • えくてびあん-立 Jlh :路ろう_立) II に生きよう 


通卷107巻 


^炎のランナー j 、 f ■マイライフ如映画のテ 
ーフにもなるよろに走ることは、よ<、人生 
に例えられる。諸患で苦しんだ中年男性が陸 
上競技を始めることで持病を克政。▽スター 
ズ M 40 の日本記録を達成したばか0でな<、 
東京チヤンビオン、全国ランキ 
ング選手を次々に育て上げ、今 
日も、蓼を追い嫌け、ストツフ 
ウオツチをにらんでいる。 


お会乃 一 f 
い： fe さ郎ズ 
てんさ， 

，の > んク 
小 ij {こ~ラの 
学京:の若ブは 
生リ程* F 
女レ' 町5 
子 I 苹 一？ *ノ 
、力 S のと I 
四丨陸奥監卜 
百二 h さ衍 • 
M バ競んのラ 
リル技、宵ン 
レに14千木ナ 


れ 

た 


ェ 




； TEL 


0425 (22)925 I 


し 



▲背木 s ら考霣した 

墨く走春為のトレーニンダマ 
シン C ： 集“ iif たち 


I 肉のクボタ 
^ 崎町 2-10 _ _»22-2020 

ビジネスホテルクボタ 

| 荣崎町 2-12-23 W 22-1122 

いなげや fflU 南口店 
| 荣埼町 2-12-24 026-2947 

白洋舍立) I 限好 I - ン店 
I 榮綺町2-17ぅ —025-0036 

モリタニ漢方薬局 
[^錡町 2-2-10 »25-1193 

> 関田 

柴» 町 2-2-17 


_ »25- 

酒店 


024-2960 


j 割烹接乃雪 

崎町 2-2-9 _ 028-2144 

pi ウ都市企画 

| 柴箱邱 2-3-13 _〇28-2566 

ラ•バンバ 

l *«®2-3-3 _〇24-5800 

[ Lour shop はなむら 

l ^ fi ©2-3-9 022-2491 

ロール鎸ぎたて2111店 

^ 费町 2-4-15 027-9473 

0匕 京大飯店 

町 2-4-19 _ 022-6393 

なな や 

I 柴货®2+22 025-6980 


U ヅ 
I 柴_ 町 2-4-9 


サ 

021-1978 


びあ 


_參會參籲籲參 


人がゐて、街があります。 

參胃 あなたがゐて、立川があります0 
/ そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

? リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



卜 LI ツブブラザ 
I ■印 M 2-1 _»26-3232 

ケンタ*24-フライドチキン汨咖 
W 町 2-12-16 _ »28-2636 

伊勢丹立 JM 店受付 
WH 02-12-2 _ 025-1111 

三菱銀行立 JM 支店 
B 印 2-13-3 _ S 24-4121 

、ボス E 川店 
明町 2-18-18 _ 025-0331 

オリオン靄房 

W 町 2-2-25 _ «23-3311 

印章の宝山堂 
曙町24 _ 025-0111 

アルビヨン 
W 町 2-4-28 _ 025-3824 

fe ■子の!: X ? J -フロづ 
曝町 2-4-28 _ »27-4138 

厂ノ和フエ .15 リー: TtM 1 

播町 2-4-30 026-1818 

クリムト 
»町 2-4-30 _ 026-3030 

第一 m 銀行 311115 J 8 
I ■邸 2-4-30 _ »22-5151 

シエ•タスケ 

®« J 2-5-14 _ »27-5959 

さくら銀行 mu 支店 
»®2-6-11 _ 022-2151 

サヴィ ニ 
曜印 2-7-10 025-1662 


ZU 


r i 


三菱の 

(8) 「自蝙つみたて I 

定期預金 


立川支店 


池田屋商店 

錦® 2-1-10 _ «22-3731 

寿屋酒店 

»町 2-1-13 _ «22-3625 

三田花店 
鏟町 2-5-23 _ 024-4187 

錦灌 

tt 町 2-5-5 _ «22-7213 

立川市市民会館 
鏍町 3-3-20 _»26-1311 

たちばな 
幸町6十 12 —037-0347 

花奴甘納豆立 III 盎町店 
幸® 1-37-4 — 〇36-9600 

自然食ばれあな 
高松印 2-1-23 _»24-4560 

多摩画材 

裏松町 2-1-25 _ 022-6031 

洋蕖子マリアン 
高松町 M 0-22 _ 024-3912 

山梨中央銀行 2)1153 
离松町 2-16-13 _«26-1571 

宝泉薬子店 

裏松® 2-27-3 _ «26-1736 

丸助青果店 
高松町 2-4-18 一 022-3542 

肉の蓐門店伊勢屋 
裏松町 2-6-20 024-2734 


三菱石油碰ステーン3ン 
[j 番町 1-61-6 031-2135 

>風レストラン SR 屋 

|®? c ®2-27-14 026-3698 

麻鑒ら5む 
羽衣町2-273 026-3643 


立川商 
羽衣® 2-30 


▲ 

022-3565 


泰明堂 

| 羽衣町 2-31-1 _〇22-3353 

f 具のないと Q 

@ 衣町 2-33-1 022-3677 

$ 驀子ンケーキスタジ; f 35 

羽衣町 2-6-1 027-6808 


多摩中央■金犀 
I 栄町2ィ6-1 


*araB 

«36-9711 


I 手打ちそば佶更 
Ue ®5-12-1 _ 037-0991 

摸屋酒店 

heB 8 l 5-61-8 — 036-2476 

> 田接骨院 

| 栄町 6-6-25 _ 035-6240 

I 木健康回復センター 

|» 町 1-6-21 _ 021-0289 

和爾子ゆラぎ 
| 錦町 1-8-5 _ 025-0780 

むぎばたけ 

I 鉀町 2-1-1 026-0210 


田中星美室薬局 

柴埼印 2-5-3 

S 22-3&13 

菊 HI 

m 

染埼印2-5,6 

026-2035 

caf 6 〕 □ 

ラド 

柴绮町 2-5-8 

026-2285 

スタジオ269 

柴的®?-8 

027-0269 

東 陶 

房 

柴埼町 2-9 

025-0079 

ロッテリア立川店 

柴羚印 3-1-3 

022-3928 

S 笠并紙 

店 

| 封輒 H 3-24 

022-8601 

j 矢沢歯 

科 

柴痺印 3-16-2 

»25-6600 

■割 ，紀ノ 

^ III 

M 賴盼 4-3 

« t 25,5825 

ラ•フイ 

ネ 

柴琦印 3‘5 2 

025-2179 

ヨシダ黄金厲店 

矣椅印 3-5-4 

022-2448 

東京相和銀行立川支店 

来於印 3-6-17 

322-2171 

オリオン軎房 

荣綺 ©3-6-27 

025-3111 

あさひ銀行立川支店 

柴梅町3+29 

Q 22-4161 

イスパニスタ 

榮筠甜 3-6-3 

022-2989 


入船寿 
柴皤町 3-6-32 


司 

022-2474 


サンカメラ 
鱗® 3-7-22 _»22- S 336 

> ーメン竜馬 

_ 町 3-8-2 _〇27-7575 

$ 京都民銀行韻支店 

崎町 3-9^21 022-7107 

容室リラ 
蕹町卜11-1 _ 036-3048 

> ふじサイクル 

町 1-12-4 _〇36-7166 

ノ国屋立川店 
_ 町 1-13-2 _〇36-1604 

> ングー 

葉印 1-8-8 _ 035-5551 

> 晋商事 

lw ©1-23-9 _ 025 -31 10 

オン書房ルミネ立 ill 店 
_〇27-2311 

「 tx 十-貶抑 

I » 町 2 十1 »27-6917 

王子#+«*^>夕_所 

| IMI 2-1-1 ft 27-1140 

朗日力/！^ーセンター立) II 
| «®2 -M _ 027-6511 

ロッテリア2川ルミネ店 
|_ 町 2-1-1 _ 024-74^3 

パスコ立 JII 店 
| 曙 町 2-1 W 029-5557 
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崎 
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松 


「朝起きる t すぐ•自分て n 丨ヒ |で俺勝、朿京赉上通手梅大会に 
I •沸かしますで L ょ。そして迸おいても同 M 目で•また-®勝 • 

- T - 一人一人のビデオを C つくり，旬かぅところ敵梃1の哓上クラブ* 


兒入るんです。それから"店で t 
1 g 除 I てくれればいいんですが， 

もラどつかへ行つちやつて . • 

あら行方不明と思ラと•たいてい. 
走りに行つてるんです」と•目 g 
にハンカチを3てながら {?) 語つ 


#木さんは•百 M 全国8位の. 9 i 
焓 K 埋さん(若葉町)〈現•來京“舟 
校2年>、?1:§全[|]5位の小林徹さ 
ん(若葉町) <現•明治大卞1年〉 
をはじめ • «大会1位の選手をわ 
ずか•ここ3、4年で多&9<^。 
と間けば•当然#木さんは、学 
生時代から相ル T 陸 k で gt ら L た 
と思われる。しか L * ns .& で苦し 
んだことから持铒を尨服できない 
かと始めたのが陸上较技•35*か 
らのスタ—卜だつた。 r 町内会のマ 
ラソン大仝では • 2闳 H にお父さ 
んの炎が兒ぇないので•どぅした 
のだろぅ t 思つて行つてみたら， 
紀ノ国厗ストアの前で•発作で倒 
れてたんです j t •千乃さん〇そ 
4な*木さんが走ると•体が少し 
溢まり、発作が起きるがに 




今间の作 eg 
は、昨年、立川 
と 7 Ji 取ビル•ルミネ 
35-^田 で行ゎれた多 
> 油<<!:松 ^総合美術 K 
乳 r Bby において tt 作 
を««された 松 E K 1 さんの ilh 絵， 
「ばくとママ/&分の屮にある描きた 
い物を描いていく •スケッチ•デザィン 
は一切しな H それだけ却って•その 
物を福けるょうだ*「結： IT 絵は6分 
をえがいているんですねぇ」と諶る松 
出さん。人物を描き絞けて20年のベ 
テランだが、文系の大学を卒桊後， 
会社では、経邢畑|筋の松出さん。 
人を描さたくて、勁め'»りに，狯の 
卞校へ通ったのがはじめだと g う。 111 
理の世界はストレ—卜だが•絵は 
わなくても ® じ取ってくれる•说明 
もいらない，そこに白由に感じとって 
くれる t ころから松を描きたい t 思 
った•と。帰宅後•子供と遊びなが 
ら，テレビを兒て..¥族と語りなが 
ら，テレビを a て、家族と語りなが 
ら.毎： D 、 少しづつ李を運ぶと S う。 
そんな、 W の凝らない自然な描き方 
のせいか*さりげない中にもさらりと 

kf kf >n t- k » —If . I 

c ^ J • 09 J i » 

い。昭和 <} r ® 秀我'上野の淼关拊 
人 , Is ， 人 ftu 多中総合 II 術 K、ft 
作数 sr 銀座の H 勒闽*で，「太 Fe 
MJ <6/41 18 ) •「昭和仝受 tt 作 
家 KJ <7/17 丨26>と出品で定。 

„ v *\ a #^> Hn 日！雄 s 型 
♦ c 々 T ) .xrr 二びス55 tollJ ? q ^ 

^ ‘ avprn -^ rvrJTO ^ S ::^ 

東?1留 


18;4 n -12 


• rvro * f 「 xc - 
w 幻*:取 >^po ^ n 迟 I 
S CJN ^ V ^ XC -^ S マ 0 r 0 二 

本ぶ ra 某 

r\ し ^aw 


ことわざ § 


漢字 I 字揷入せょ 

爪で拾って 

□で こぼす 

犬が□向きゃ 

尾は束 


似 目に青葉、旬のサンドに 
冷んやりブラ.。 

• 中央公民館から涵訪公固へと歩<。虽にも 
§ついてる、爽&かな WS 。 目然に心か弾 
んで<る。と、正面に見えて<るのか「不の 
粱」。そこでバソゴンの0:5のよラに奇0追 
でござ—る •旬の S のサンドがある、キウイ 
かある、ビ—チかある、 V 力もある。 S 種サ 
ンドウイツチか1100円〜§〇円/ ro > 
160 a :\ フラムゼ UI ^ HDO 円。 





東風 

本誌の se 事に紂して表現が稚拙* 
あるいは適切でないとご指摘を項 
くことがある。 Is 生子はドキリと 
する，料押厗の±人が客に r お味 
の U ラは」と問うたとき客が|刀 
a 断「まずい」 t .- ムわれるような 
ものである★日常の中で•紐贷は 
K 々減つて、'»しくなつてきてい 
るように思う。新 M の n ラムが「す 
つご—い」を it 発する人を批利し 
ていた。- 1 S 葉を敝密に選ばぬ•も 
しくは H 葉を知らぬからであろ 
ラ Jt - T * M しい•同じコラムで「存 
とは云い彔」と在いたら，そんな 
〇逛閒いたことがないと，ドッと 
投杏が殺到したという。»生チは 
_にもそみ泫味は知 C ていた*だ 
が"詨んでわかるだけでは「自分 
の S 葉」ではなかろラ•血となり 
肉となり、自家*瓶中の物からは 
はど速い*どうしたらいいのであ 
ろラ★宇»倍夫さんといラ®曲家 
I 138 S ，.0£-いまし 、. \ufec 
た。 r 魚釣り」はおかしい•釣りと 
云えば魚に決まつているのだから 
r 釣り」と云いなさい•初係を r は 
つまご Jt は何だ，「ういまご Jt 
云いなさい。「#がえる」ではない 
「着かえる」だ•なんだか，小 R 
幸兵術のようだが.どこかに n 本 
B & のお Hff け役がいなければ、® 
落の|途は m にみえている。本誌 
の「四季熟35」や「ことわざ閗答」 
は H 铒の勉強部)1ではないかとい 
•フご棺摘は • 5たらずとも速から 
ずである★えくてびあんころげ 
ころげて** 

• 

|«篇>||川瑁名«|1||中村||91|田悦子 
半^2弘町田靉| L 1 I 田麻子 
•賓：好致， tt 供 I 明#上_治 
スタジオ2601«川 IB 本多 If 


走ると，以前より t 酎え得る呼吸 
状態なつていくことから、それを 
絞けるうち i :« sfe を克服" ft 年後 
には、*:京都 m 町 W 総八 M 体传大仝 
で優勝を£ね， tt 川マラゾンでも 
準®勝。マスタ—ズ陸上 • M 4 D に 
おいて八.白メ—トルの部で日本 ae 
録 t 逮成 I た • 

宵木 EI 督は进手たちの記録を伸 
ばす為にその発遠 a 程の研究に t 
余念がない•監51が g うのは•は 
じめ小学生のうちは，あまり案質 
は間係ないよ•フだと。一番関係あ 
るのは親の育て方だと言う。都大 
会でも h 位に入る迸 f には、喘 . & 
持ちの子供が怠外に多い◊こうい 
う - f は•たいてい•親が立派であ 
-〇たり， M しい教育を受けている 
こ t が多く、本人もブライドが商 
く，負けん 51 が強い•これが、一 
つには*バネになり、スブリント 
にも力強さを発揮 I ていく、と。 
そして"正输をもつて親に反途で 
さるようになつてきた時.走〇も 
* 定してくるのだと H ラ。仝 ft ; 
人.人のフォームは，全兵ビデオ 
に褂り，研究•また，見せながら 
じつくりと指摘していく。そんな 
£督の熱患から陸上の Ifi f 4 さ1:.« 
かれてゆくのか*1*習のない卩も， 
学校帰りに，監督が自ら—した， 
速く走る為のトレーニングマシン 
の練習に子供たちは? T 4: さん宅に 
6然に挺圭って来て、やり終えれ 
ば，勝手に帰ってゆく•他人より 
も速く走ることのできる春びに目 
觉めた時、7*供たちは S 分から走 
り出すようになつてくる。その時 
こそ•もう索 H ではない ta う- 
やがて •タイムとの W い •ライ 
バルとの«いを通じて•自分0身 
に納？ ITT していく人 W 1 になつていつ 
てくれたら*と*「夢ですか？オリ 
ンビック进手を出すことですね。 
オリンビクク迸手を出すのが先か • 
うちの扣団尾が、*れるのが 5 t か」 
t •笑いながら語る»木さんの表 
怡はべストを尽してきた人だけ 
が•浮かべるすがすがしい笑顔と 
同じだつた* 

真如苑だより 

日本は『四季」のほかに*らう 
ひとつ「梅雨 j といラ独特の季節 
があつて r 五李 U にわたるという 
のです。一般的には、雨は嫌われ 
るよラですが，その雨をリリカル 
に r . ls いあげる詩文をよく兒かける 
ものです • 

忭冻といラ莒葉もあ&ことです® 
tL 、 この：闲天でもどうぞ« 
如炖へお出掛けください。 

■ U 時 6 n 15 日 g 
2時一 4時 

■ W 本徐•典如11物館をはじめと 
して映 plq など盛りだくさんの用意 
が L てございます- 

■お申1込み 

は「えくてび 

あん•コンパ 

- I オン」{本誌 

を手渡 I てく 

れた人> へ。 



義理の親の介鼸問題に頁 S 答 



袭理の親の介薄の為に仕事を 

情てて•その锒牲にになることに • 

No と1 C える強さを持とぅと 

ヒ奸いく子さん <若葉町) 

が 6. らの文作联から段ハ 

た本【味】ほんと 

ぅに莪親をみとりたいで 

すか……」(ユック舍》が 

話•独になっている•我親が ： e 

朗に«1た S 菜4こんなにつま 

らない人^はなかつた/そこに 

锐も嫁も社会とのひろがりの中 

で奥を*き込みながら生きた方 

がいいといぅ結翁に連する* N 

ots える強さと他社の痛みを 

a む倭しさは*は•表裏一体の 

ものであることがわかつて siij 

的だという SSL が多かった。四 

n 二四日 • $公£4绾で*演。 



s 然の響ぎ 

〜草笛 n ンサ—卜〜 

都市の«化 n 問の協 ttrr 事と 

I て，： g められてきた、昭和 He 

念公圓のグリ—ンフユスティパ 

ル*その一斑と L て•五月二 H 、 

苹10のコンサートが - f 供の森広 

場で M かれた。この日は•あい 

にくの雨だったが、関.* 115.1® の 

会 < 代衣、 w » fr 也さん》のメ 

パ—、 30 入近くが途中、飛 

び入りも入りながら行われ 

た•毕 i 山は樹木や筚の葉 

っばの一部にィキを吹 

かけて振劻させ•音を 

出し，メロデイ—をつける 

SST 演典の途中で葉つばが 

裂けるハ 

プニング 



五十进という年始の^を越えたとき、生まれて初めて 
海を見た、少年の H の^逍を恐い出 I た。「峠」という3 
菜からの連想なのだろうが •!»$ の向こうに忽然 t 現れた 
水平探のように•私の人生のゴールがはっきりと姿を現 
I たような$1がした。 

もう • Ki う考えても、先のほうが短い人牛の is 程<:き 
たのだ t いう¥荚が、目の韵に突きつけられたわけだが、 
不思治にそれは悲怕な s « でも，3«でもなかった。 

ゴ—ルは見えても*そこまでたどり*くまでには' ま 
だ幾 jr かの逍程が*り•その IM1: 檟たわるであろう様々 
な出^ w のことを思うと， e* が奥の細道へ旅立ったと 
きの心情にも似て、不安と期铮の人り交じ-〇た «[ 雑な心 
靖で*る。が、しかし*また、一方で、ほつとした安堵 
脱をも慼じたのである。 

というのは•とにもかくにも 1 L 十«まで生きてこれた 
ことに衬する ® 謝の^侍ちと、ゴールは旦 g <: ある。も 
う道に迷うことなく、ひたすら歩けばいい t いう安堵親 
だった。 

若い頃、私は「若くして死にたいものだ」と，半分冗 
談•半分本4\でよく口にしたものだ。老いていくことへ 
の^安と嫌恶、それに夭逝した天才たちへの憒れが•そ 
ういわせたのだった • 

神樣はこの愚か者を®らしめるために•四十 i £ の帏を 
越えた蛾' 私を瀕死のふちまで追い込んで、 

「さあ、これで本望かね」と尋ねた® 

ご>の朗に及んでめめしいけれど，もう少 I ，時 fw をく 
れませんか」 , W 
「杈 や•気が変わったの^ね」 、 

「いや、病^になつ てつらつ^^ える.* 4つと { 


3-き残しておきたいことが 







でま 








状^1それ''<らいの時間はあるぞ j 
「い？-、 it # 状より少 rL fi めのもの，を S きた 
「で、ど n く％^ い々」 ^' 


神樣 a 日唄私に W 潰されていたので、渋い親をなさつ， 
たが、シャアナィナ7と*冥上行きの切符に『延期 W の 
X タンプを押 I てくれたのだつた。 

それから•早く t 十年が経つた"まだ，神様のお呼び 
はこない。私ごとき小物は•神様の人别帳から時に抜け 
落ちることでもあるのだろう*あるいは，私が少 I は神 
様を S じ始めたようだから" 4う少し生かしておこうと 
なさつているのかもしれない。 

神様を感じ始めた t い r ても*は-〇きりと L た形の神 
様を信じ始めたわけではない”相変わらずの無神淪者で 
あるものの • 癱野へ越 I て、! ff 山に网まれ，星！！：：を仰い 
で苺ら I ていると、 h 然界を支 ftd する神性のようなもの 
を惑じることは確かだ。 

人 S を越えたものの存在、宇出を支 K する法則性 ，*V 
れらに対する畏怖の±••人 W 1 もまたその法則の屮にしか 
存在1ないのだという.£选"そういつた、極めて原始的 
な神の自 * ji : である3私はこの自觉を大切にしたいと思つ 
ている々 

「おい•もう、十年は過ぎたぞ•そろそろ、どうだい？」 

と*神棣が私を思い出して迎え<:や-〇てきたら"峠から 

兄えた水 f 線の話をしようと恐う。 

そして、&然が美しく兒えるこ I ，宇宙の*に包まれ 

て生きている安らざ，入々と語らうことの楽1さ . to 

「まだ ， S くこと t 残つておりますし . j 

「まだ•当分かかりそうかね ？ j 

「さあ。でも、わざわざご足労ねがうのは恐縮です*用 

が*ったら，こちらから«18ぃたしますから」 
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初 S の#りを河&:の te に»じ 
る季©▽その昔，立川でとれた 
貼が•将軍家に献上されていた 
はど、立川の鲇は fl * 名でした** 
「多摩川 t いぇば鲇」と H 
われ，大正時代までは、 
多摩川に®形舟を i ? かべ 
て WW にょる漁を楽しみ 
ながら•とれたての鮎に 
舌肢を打つことが数少な 
い楽しみの一つで、東京方 
面からも谅を求めて大勢の入々 
が立川にやってきたものです* 
铋鋦といえば， II 火を焚き•舟 
から热を裰るものを.©像します 


が•立川周辺の te 飼は少々変わ 
つていました•次のどれだと思 
いますか** 

0^中，哈明の中での袓飼。 

©*<: 乗らず，毕から te を 
換っていた • 

③&•間、漁師が餌と共に 
川に人っての漁** 

»-- »5月号の答〕 ❷ 

立川の人々の学校教宵 C 
対する熟意は搞く、国の学 
校制度の施行ょりも前に •??- 済 
なに学校ができていました•現 
在の碑は、初めて学校の校舍が 
迷てられた地に位*しています* 





























































































































































